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　　　　　　「塩

えん

むすび館」落成

　

御
立
岬
公
園
に
、
芦
北
町
製
塩
施
設

「
塩え

ん

む
す
び
館
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

４
月
２
日
に
行
わ
れ
た
落
成
式
に
は
関

係
者
約
60
人
が
出
席
し
、
竹
﨑
町
長
が

「
全
国
的
に
も
珍
し
い
低
炭
素
型
温
泉

塩
製
法
の
施
設
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
交
流
人
口
の
増
加
に
大
い
に
貢

献
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
温
泉
塩
を
使

用
し
た
鯛
の
塩
釜
開
き
で
オ
ー
プ
ン
を

祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
製
塩
釜
屋
と
塩
田
体

験
ハ
ウ
ス
、
御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー
の

ボ
イ
ラ
ー
室
に
設
置
し
た
温
泉
水
・
海

水
濃
縮
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
御
立
岬
の
地
下
１
０
０
０

ｍ
か
ら
く
み
上
げ
た
温
泉
水
を
使
用

し
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
廃
熱

を
利
用
し
た
低
炭
素
型
の
製
塩
方
法
が

大
き
な
特
徴
で
す
。

　

製
塩
釜
屋
隣
の
塩
田
体
験
ハ
ウ
ス
で

は
、
温
泉
水
を
砂
に
ま
い
て
塩
を
つ
く

る
、
昔
な
が
ら
の
揚あ

げ
浜
式
製
塩
法
が

体
験
で
き
ま
す
。

　

製
造
さ
れ
た
温
泉
塩
に
は
、
ミ
ネ
ラ

ル
分
を
豊
富
に
含
み
、
海
水
塩
に
比
べ

特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
量
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
製
塩
工
程
で
発
生
す
る

人
体
に
不
要
な
異
物
成
分
が
取
り
除
か

れ
て
お
り
、
健
康
に
も
配
慮
し
た
安
全

安
心
な
製
品
で
す
。
今
後
、
温
泉
塩
を

使
っ
た
商
品
の
開
発
も
進
め
ら
れ
ま

す
。

施設の概要
◇敷地面積：2,400㎡
◇製塩釜屋 ：木造平屋建　面積　77.7㎡
◇塩田体験ハウス：フッソフィルム製ハウス　面積　200㎡
◇御立岬温泉センターボイラー余熱システム：廃熱利用熱交換器 2 系統、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真空釜１基
◆事業名：「環境首都」水俣・芦北地域創造施設整備事業
◆事業費：約 6,400 万円（うち国・県補助金 4,500 万円）　　　　　　

温
泉
塩
製
塩
工
程　
　

❶地下 1,000 ｍから温泉水をくみ上げます❷温泉水の一部を真空釜に入れます
❸温泉センターのボイラー廃熱で減圧された真空釜を熱します❹真空釜内で減圧さ
れ、沸点が低い状態の温泉水は、短時間で水分が蒸発し、濃縮されます❺濃縮した
温泉水を製塩釜屋の仕上げ釜でさらに濃縮・脱水すると温泉塩が出来上がります
※不知火海の海水を利用して製塩することもできます。

❶

❷❸

❸ ❹

❺

▲塩づくりを体験する家族連れ　 ▲温泉水を砂にまいて塩をつくる塩田体験

　塩づくりが体験できます
　塩むすび館では、土鍋やフライパンでつくる手軽なもの
から、塩田を使った本格的なものまで、多彩な塩づくり体
験ができます。出来上がった塩はお持ち帰りできます。

体験料：簡単塩づくり（30 分）　　　 500 円
　　　　本格的塩づくり　     　 〜 3,000 円まで
＊問い合わせ先
　御立岬温泉センター　☎（８７）２５５５

▲仕上げ釜で出来上がった温泉塩

御立岬温泉塩

御立岬温泉センター、
物産館「肥後うらら」
などで好評発売中

「岬の御
お し お

塩」

▲温泉塩を使った鯛の塩釜開きでオープンを祝う関係者。左から錦織功政熊本県企画振興部長、竹﨑一成町長、
木庭俊昭芦北警察署長、寺島俊夫芦北地域振興局長、藤井公明町議会議長、藤崎正司㈲御立岬代表取締役（副町長）

手前（右側）が製塩釜屋、奥（左側）が塩田体験ハウス

全
国
的
に
も
珍
し
い
施
設

御立岬温泉塩は、骨や歯を形成
するカルシウムなど、ミネラル
分を豊富に含んでおり、体にや
さしい自然塩です。
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佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭

　

佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭
が
、
４
月
27

日
、
28
日
両
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
復
活
し
て
17
回
目
と
な
っ

た
神み
こ
し輿
巡
行
が
27
日
、葦
北
鉄
砲
隊

を
先
頭
に
計
石
漁
港
前
を
出
発
。白

装
束
に
身
を
包
ん
だ
氏う
じ
こ子
た
ち
が                                                                                                                                                

福
祉
施
設
や
商
店
街
を
通
っ
て
佐
敷
諏

訪
神
社
ま
で
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。巡
行
の
途
中
で
は
、地
域
の
子
ど
も

神
輿
の
参
加
や
鉄
砲
隊
の
演
武
な
ど
も

あ
り
、見
物
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

28
日
は
諏
訪
神
社
の
境
内
で
平
成
25

年
度
九
州
高
校
選
抜
相
撲
選
手
権
大
会

が
開
催
さ
れ
、
熊
本
・
鹿
児
島
両
県
か

ら
５
校
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
取
り
組

み
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
呼
び
物
の
赤
ち
ゃ
ん

土
俵
入
り
が
あ
り
、
今
年
は
、
町
内
を

は
じ
め
関
東
や
関
西
な
ど
県
内
外
か
ら

昨
年
を
上
回
る
１
４
４
人
の
赤
ち
ゃ
ん

が
エ
ン
ト
リ
ー
。
お
と
と
し
か
ら
始

ま
っ
た
女
の
子
の
参
加
も
目
立
ち
ま
し

た
。
ね
じ
り
鉢
巻
き
に
小
さ
な
化
粧
ま

わ
し
姿
で
、
県
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
力
士

に
抱
え
ら
れ
て
土
俵
入
り
し
ま
し
た
。

大
泣
き
す
る
子
や
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い

る
子
、
ず
っ
と
眠
っ
て
い
る
大、

、物
も
い

て
、
反
応
は
そ
れ
ぞ
れ
。
赤
ち
ゃ
ん
の

家
族
が
目
を
細
め
な
が
ら
、
立
派
な
土

俵
入
り
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
、
同
会
場
で
第
13
回
熊
本

県
少
年
親
善
相
撲
大
会
と
芦
北
・
水
俣

新
１
年
生
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
外
の
小
・
中
学
生
約
90
人
が

参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
体
の
小
さ
な
選
手
が
大
き
な
相
手

を
寄
り
切
る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
23
日
に
、
湯
浦
諏
訪
神
社
例
大

祭
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
に
よ
る
三
味

線
演
奏
や
踊
り
、
境
内
で
の
も
ち
投
げ

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

湯
浦
諏
訪
神
社
で
も
に
ぎ
わ
い

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
無
病
息
災
を
願
っ
て

1

2

3

4

5

6

1力士に抱えられて四
し こ

股を踏む赤ちゃん2薩摩街道を
練り歩く巡行行列3少年相撲の力のこもった取り組み
4芦北町海王塾による奉納空手演武5多くの人でにぎ
わう境内6湯浦諏訪神社例大祭で行われたもち投げ



　4 月 6 日から 15 日まで、春の全国交通安全運動
が行われました。4 月 5 日に芦北警察署で行われた
出発式には、交通安全協会などの関係者約 100 人
が出席し、木庭俊昭芦北警察署長が「飲酒運転の撲
滅とシートベルト着用の徹底を」とあいさつ。その
後、警察車両や役場防災交通車などが安全運転パト
ロールに出発しました。同署前では、障害者支援施
設「みつば学園」の利用者が育てた花の鉢植えをド
ライバーに配布しました。交通安全運動期間中の
10 日間における芦北町内の交通事故は４件ありま
したが、ケガをした人はいませんでした。これから
も安全運転を心掛けましょう。
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塩汲岳山頂で安全を祈願する関係者

　町有林の育成と作業に携わる人の安全を祈願して
4 月 12 日、町有林安全祈願祭が開催されました。
この日は天候も穏やかで、暖かい春の日差しの中、
町や県、町議会、町有林管理人、消防団、漁協など
関係者約 40 人が参列し、7 年ぶりに塩汲岳山頂で
の神事となりました。
　芦北町の町有林は、767 ヘクタールと県下でも
有数の規模を誇っています。町では、木材需要の活
性化のため、木材を積極的に利用した施設整備や、
町産材を利用した住宅建設に対して最大 200 万円
の助成などの施策を行っています。

町有林安全祈願祭

　国登録有形文化財藤崎家住宅「赤松館」で、４月
21 日、春の米蔵コンサートが開催されました。こ
のコンサートには八代ハーモニカクラブが出演し、
童謡や懐かしい曲、誰もがおなじみの曲などを、仮
装や楽しい演出を交えながらハーモニカで演奏しま
した。集まった観客約 60 人は、演奏にあわせて歌っ
たり、口ずさんだりしていました。
　赤松館母屋では、５月 27 日㈪まで『二人の「一
郎」文通展』を、米蔵では矢旗展が開催されていま
す。また、６月 8 日㈯にはグループ縷 （々るる）と
福嶋由記さんによるコンサートが行われます。
＊問い合わせ先：赤松館保存会  ☎（８７）２８６６

観客に水戸黄門の仮装をして、演奏するハーモニカクラ
ブの皆さん

花の鉢植えをドライバーに配布するみつば学園利用者

春の交通安全運動

　福島県の子どもたちを熊本に無料で招待する「熊
本 0 円キャンプスクール」が、県内５カ所で３月
29 日から４月３日にかけて行われました。芦北町
の古石交流館みどりの里でも小学校 4 年生から高校
1 年生までの８人を受け入れました。
　子どもたちは、竹細工作りや川遊び、ミカンの木
の植樹など、古石の自然の中で、さまざまな体験を
しながら地元住民との交流を深めていました。福島
県いわき市から来た小学５年生の上遠野瑠衣（かと
うの るい）さんは、「自分たちで植えたミカンの木
に実がなるころに、また古石に来たい」と感想を話
してくれました。期間中、古石の山里には、子ども
たちの元気な歓声が響き渡っていました。

福島の子どもたちの歓声が響く

　好天に恵まれた今年のゴールデンウィーク。町内
の観光地も多くの人でにぎわいました。
　芦北海浜総合公園の山頂行きリフトの前や、ロー
ラーリュージュのスタート地点には、連日長蛇の列
ができていました。御立岬公園でも、親子連れの姿
が目立ち、完成したばかりの「塩むすび館」にも入
れ替わり立ち代わり多くの人が訪れていました。マ
リンハウスなどの宿泊施設も期間中は満室の状態が
続いていました。
　また、道の駅たのうらやファーマーズマーケット

「でこぽん」などにも、県外ナンバーの車が数多く
見受けられ、お土産を買い求める人で活気にあふれ
ていました。　

　　30 分待ちの行列ができた芦北海浜総合公園

好天の連休　町内各地でにぎわい

　田浦中学校（久保明博校長）の生徒会役員６人と先
生３人が４月３日役場を訪れ、カンボジア学校建設に
と芦北町国際交流協会（竹﨑一成会長）に寄附金を贈
呈しました。この寄附金は、同校の生徒会が２月から
３月にかけて朝の登校時に全校生徒（92 人）に呼び
かけて集めたものです。生徒会長の髙上和輝くんは、

「このお金をカンボジアの発展に役立ててほしい。私
たちも田浦中の発展のためにがんばります」と話しま
した。
　同協会は、平成26 年度中での５校目となる学校建
設を目指しており、今回の寄附金はこの貴重な財源と
なります。

カンボジア発展のために寄附赤松館　春の米蔵コンサート

竹﨑会長に寄附金を手渡す田浦中生徒会役員

まちのわだいまちのわだい

　　手づくり写真立てを手に喜ぶ福島の子どもたち
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間
ま が ら さ と し

柄智詞くん、兄に続く優勝

　４月に行われた 2013熊本ゴルフ選手権熊日ゴルフ
トーナメントの小学生部門で、間柄智詞くん（湯浦小
６年）が２バーディー、２ボギーのトータル 72のラ
ウンドで初優勝しました。智詞くんの兄、両真くん（湯
浦中２年）も 2011年の同大会で優勝しており、２年
越しの兄弟同一大会優勝となりました。間柄くんは、
５月に行われる九州小学生ゴルフ選手権の県予選突
破を次の目標に、平日に３時間、休日には一日中練
習に励んでいます。「友達と遊ぶ時間はないけど、ゴ
ルフは楽しい。将来はプロゴルファーになりたい。」
と話してくれました。　２年越しの兄弟優勝を果たした間柄智詞くん

　県と県南地域が連携し、「食」に関する産業の活性
化を目指す「県南フードバレー構想」の推進協議会
の発足に向け、蒲島知事と県南 15 市町村長でつくる
発起人会が４月 16 日、八代市で開催されました。
　この構想は、県南地域の豊富な農林水産物を生か
し、食品・バイオなどの研究開発機能や企業を集積
させるフードバレーの形成を推進するものです。
　今後、地域の農林水産業者や商工業者をはじめ、
ＪＡや商工会といった関係団体や行政が結集し、交
流する場として「くまもと県南フードバレー推進協
議会」が７月に設立され、構想の実現に向けた取り
組みが進められます。

県南フードバレー構想発起人会

「蒲島知事と同じ夢を見ていきたい」と、この構想に対
する期待を述べる竹﨑町長

幸せの国ブータン写真展

写真家の大山謙一郎さんとブータンの写真

　写真家大山謙一郎さん（山都町出身）が撮影した
ブータンの写真展が、5 月１日から女島活力推進セ
ンター「ゆめもやい」で行われています。　
　ブータンは、国民総幸福量（GNH）を国家指標
に掲げ、精神的な豊かさを重視している国です。平
成 23 年にはワンチュク国王夫妻が来日されたこと
で話題になりました。芦北町でも、昨年ブータンか
ら２人の行政職員を研修に受け入れており、とても
馴染みのある国です。この写真展には、学校や市場
の様子など、ブータンの日常を写した写真およそ
250 点がパネル展示してあります。展示は 5 月 31
日㈮までで入場は無料です。（※ 20 日㈪、27 日㈪
は休館）

丸米地区の春祭りにぎわう

　丸山区と米田区が主催する第 5 回丸米春祭りが、
4 月 7 日、丸米地区生涯学習センターで行われ、地
区の住民などでにぎわいました。
　この日は時折雨が降りつける肌寒い天候となりま
したが、歌や踊りなどの舞台イベントや、ひょっと
こ踊りなどで会場は盛り上がりました。生涯学習セ
ンター内には、古いものから最近のものまでの丸米
地区の写真展示も行われていました。祭りの会場で
は、丸米地区を盛り上げようと、芦北町在住の天波
博文さんにより作詞作曲された「丸米カノン」に合
わせ、地区住民の皆さんが輪になって笑顔で踊って
いました。

丸米カノンの「まーるよね、まわるよね」のフレーズ
にあわせて踊る丸米地区の皆さん

暴力団排除に向けて調印

　芦北町暴力団排除要綱が４月１日に施行されまし
た。この要綱の実効性を高めるため、４月18日、芦北
警察署において「芦北町が行う公共事業等からの暴
力団排除の推進に関する合意書」が締結され、竹﨑町
長と木庭警察署長の間で調印式が行われました。
　この合意書の締結により、公共工事などで暴力団
に利益を与えないように、入札時に暴力団員などの
情報を役場から警察署に問い合わせることができま
す。また、暴力団を排除したことに対する嫌がらせ
などが予想される場合には、そうした行為からの保
護や予防措置が行われるなど、警察署との緊密な連
携が図られます。

合意書に調印し、握手する木庭俊昭芦北警察署長（左）
と竹﨑町長

　熱戦を繰り広げる参加者

　芦北町卓球協会（柳田豊彦会長、会員 25 人）が、
４月21日、しろやまスカイドーム横の交流センター
で、第１回芦北町卓球協会主催大会「うたせ杯」を
開催しました。この日は、鹿児島県伊佐市など町外
からも 49 人が参加し、町内の卓球愛好者と合わせ
約 80 人が熱戦を繰り広げました。
　同協会は、これまで県民体育祭を除いては活動実
績がなかったため、組織を再構築しようと新たな体
制で昨年９月に設立され、この大会を企画しました。
大会関係者は、「これまで町内の愛好者は、周辺市
町村が行う大会にお世話になっており、今回の大会
では、そのお返しができた。来年も続けていきたい」
と話していました。

第１回うたせ杯卓球大会

まちのわだい まちのわだい

＊問い合わせ先　
　女島活力推進センター　☎（８６）２１５２
　　開館時間　8：30 〜 17：15
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英
国
派
遣
事
業
参
加
者
募
集
（
中
学
生
・
高
校
生
）

　

芦
北
町
と
芦
北
町
国
際
交
流
協
会
で

は
、
新
し
い
価
値
観
を
創
造
す
る
力
を
養

い
、
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
英
国
派
遣
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
ツ
ア
ー
日
程　

８
月
18
日
㈰
〜
25
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

７
泊
８
日
（
予
定
）

▼
ツ
ア
ー
内
容　

英
国
の
伝
統
、
文
化
、

　

歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、    

　

異
文
化
体
験
・
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　

①
英
国
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
（
交

　

流
会
、
野
外
活
動
な
ど
）

　

②
英
国
生
活
体
験
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

　

③
英
会
話
体
験

　

④
英
国
歴
史
文
化
体
験
学
習
（
大
英
博

　

物
館
、
ロ
ン
ド
ン
塔
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

　

宮
殿
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
タ
ワ
ー
な
ど
）

▼
派
遣
人
数　

 

６
人
程
度

▼
費
用
負
担　

旅
行
費
用
の
４
分
の
１　

　
　
　
　
　
　
（
９
万
８
千
円
程
度
）

※
金
額
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
保
険
・
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
用
な
ど
、

個
人
に
か
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
要
件　

芦
北
町
在
住
の
中
学
生
お

　

よ
び
高
校
生
で
心
身
と
も
に
健
康
な
人

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
募
集
締
切　

６
月
14
日
㈮

▼
応
募
方
法　
　

  

　

①
町
内
学
校
通
学
者

　

各
学
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

②
町
外
学
校
通
学
者

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局
に
直
接

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、芦
北
町
国
際
交
流
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

(

芦
北
町
役
場
企
画
財
政
課
内
）

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
５
２
）

イ
ギ
リ
ス
（
英
国
）
で
異
文
化
を
体
験
し
よ
う

▲エリザベスタワー（通称ビッグ・ベン）

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
る
５
月
で

す
！
韓
国
で
５
月
は
「
家
庭
の
月
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い

ろ
ん
な
記
念
日
が
多
い
で
す
。
今
月
は

そ
の
記
念
日
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
日
本
と
同
じ
く
「
子
ど
も
の

日
（
５
月
５
日
）」
が
あ
り
ま
す
。
日

本
の
こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
な
飾
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
の
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
日

は
祝
日
な
の
で
、
公
園
や
遊
園
地
は
多

く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
そ

し
て
、
両
親
か
ら
は
欲
し
い
も
の
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
子
ど

も
に
と
っ
て
は
待
ち
遠
し
い
日
で
す
。

　

次
は
「
両
親
の
日
（
５
月
８
日
）」

で
す
。
日
本
で
は
「
母
の
日
」
と
「
父

の
日
」
が
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
韓
国

で
は
一
緒
に
し
ま
す
。
こ
の
日
は
両
親

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
贈

り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
に
は
な
い
記
念
日
で
す

が
、「
先
生
の
日
（
５
月
15
日
）」
が
あ

り
ま
す
。
韓
国
で
は
『
先
生
の
影
も
踏

ん
で
は
い
け
な
い
』
と
い
う
、
こ
と
わ

ざ
が
あ
る
く
ら
い
、
先
生
を
尊
敬
す
る

よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
学
校
全
体
で
式
を
行
っ
て
か
ら
、
各

ク
ラ
ス
ご
と
に
準
備
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
手
紙
な
ど
を
先
生
に
渡
し
て
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
す
。

　

家
庭
の
月
を
迎
え
、
芦
北
の
み
な
さ

ん
も
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

（
第
12
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

▲幼き日の景さん
　遊園地のキャラクターと　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

　

６
月
１
日
㈯
〜
７
日
㈮
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
普
及
週
間
」
で
す
。

　

水
俣
保
健
所
で
は
、
こ
の
期
間
に
合
わ

せ
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
が
次
の
と
お
り
無
料
・

匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
期
日　

６
月
３
日
㈪
〜
７
日
㈮

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

▼
場
所　

水
俣
保
健
所

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
保
健
所　

保
健
予
防
課　

（
６
３
）
４
１
０
４

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
０
０

ご
存
じ
で
す
か
？「
８
０
２
０
」「
６
０
２
４
」「
噛
ミ
ン
グ
30
」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が

18
歳
ま
で
無
料
に
な
り
ま
し
た

　
「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
・
ニ
イ
マ
ル
）」

と
は
、
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
現
在
、
80

歳
で
健
康
な
歯
は
、
平
均
４
〜
６
本
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。

　
「
６
０
２
４
（
ロ
ク
マ
ル
・
ニ
イ
ヨ
ン
）」

は
同
じ
く
、
60
歳
ま
で
自
分
の
歯
を
24
本
残

そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
現
在
、
60
歳
で
健

康
な
歯
は
、
平
均
17
〜
18
本
と
大
き
な
開
き

が
あ
り
ま
す
。

　
「
噛
ミ
ン
グ
30
（
カ
ミ
ン
グ
・
サ
ン
マ
ル
）」

は
、
一
口
30
回
以
上
噛
む
こ
と
を
目
標
と
し

た
運
動
で
す
。
よ
く
噛
む
こ
と
で
唾だ

え
き液

の
分

泌
が
促
さ
れ
ま
す
。
唾
液
は
口
の
中
の
細
菌

を
洗
い
流
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
し

ま
す
。

　

こ
の
３
つ
の
運
動
は
、
い
つ
ま
で
も
お

い
し
く
食
事
を
し
た
り
、
は
っ
き
り
と
し

た
声
を
出
し
た
り
、
良
い
姿
勢
を
保
っ
た

り
す
る
た
め
の
運
動
で
す
。
こ
れ
を
機
会

―
６
月
４
日
〜
10
日
は「
歯
と
口
の
衛
生
週
間
」で
す
―

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
10
月
〜

12
月
に
町
内
医
療
機
関
な
ど
で
実
施
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
９
月
発
行
の
広
報
あ
し
き
た

と
ま
ち
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆対象者　芦北町に住所がある 20 歳以上の人
　　　　　
◆場　所　町内歯科医院、がん検診会場
　　　　　　　　　　　　（９月〜 10 月実施）
◆時　間　町内歯科医院診療時間内、　　　　
　　　　　がん検診の時間内
◆料　金　500 円
　※40歳（昭和48年４月２日〜昭和49年４月１日
　　生まれ）の人は無料です。

に
「
８
０
２
０
」
達
成
を
目
指
し
、
自
分

の
歯
と
口
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

芦
北
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
歯
と
口
の
健

康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
歯
周
病
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

歯　周　病　検　診

　納税通知書を５月初めにお送りしています。納期
限の５月 31 日（金）までに最寄りの金融機関やコ
ンビニエンスストア、熊本県の各広域本部、各地域
振興局、自動車税事務所で忘れずにお納めください。
　なお、環境への負荷が少ない自動車（新車）は登
録の翌年度の自動車税が軽減され、一定年数を経過
した環境負荷の大きい自動車は自動車税が加算され
ます。
　　

◆平成25年度に自動車税が加算（10％）される自動車
○ガソリン・LPG車：平成12年３月31日以前に新車新
規登録された自動車
○ディーゼル車：平成14年３月31日以前に新車新規
登録された自動車

＊問い合わせ先
　熊本県　県南広域本部　収税課　
　☎０９６５（３３）２１８４

自動車税は５月 31 日（金）までに納付してください

※今年度から問い合わせ先が変わりました ➡



芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

　

最
近
、
県
内
で
西
南
戦
争
の
史
跡
調
査

研
究
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
芦
北
に
も
西
南
戦
争
に
関

わ
る
史
跡
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

今
回
は「
峰
崎
官
軍
墓
地
」
を
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
墓
地
は
、
芦
北
高
校
裏
山
の

国
有
地
に
あ
り
ま
す
。
西
南
戦
争
で
の
官

軍
、
つ
ま
り
明
治
政
府
側
の
戦
死
者
を
埋

葬
し
て
い
ま
す
。
墓
石
86
基（
中
尉
２
、

少
尉
１
、
曹
長
２
、
軍
曹
５
、
伍
長
10
、

兵
卒
64
、
ラ
ッ
パ
卒
２
）
が
あ
り
、
こ
の

う
ち
明
治
10
年（
１
８
７
７
年
）５
月
の
戦

死
者
が
59
名
で
最
も
多
く
、
主
に
大
関
山

方
面
で
の
戦
死
者
を
埋
葬
し
て
い
ま
す
。

芦
北
町
指
定
史
跡

平
成
11
年
８
月
31
日
指
定

24

　

西
南
戦
争
は
、
明
治
10
年
２
月
15
日
に

西
郷
隆
盛
を
総
大
将
と
す
る
薩
軍
が
鹿
児

島
を
出
発
し
て
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
２
月

18
日
ご
ろ
に
は
熊
本
へ
向
か
う
多
く
の
薩

軍
が
芦
北
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
熊
本
城

を
包
囲
し
た
薩
軍
で
す
が
、
田
原
坂
の
戦

い
な
ど
で
敗
れ
、
次
第
に
後
退
し
て
い
き

ま
す
。

　

４
月
に
入
る
と
官
軍
、
薩
軍
と
も
本
格

的
に
芦
北
に
入
り
、
５
月
に
は
大
野
、
大

関
山
、
上
木
場
な
ど
山
間
部
を
中
心
に
一

進
一
退
の
激
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
後
、

６
月
７
日
に
芦
北
地
方
か
ら
薩
軍
は
こ
と

ご
と
く
撃
退
さ
れ
ま
し
た
。

   

峰
崎
官
軍
墓
地
を
は
じ
め
、
県
内
の

官
軍
墓
地
の
ほ
と
ん
ど
は
、
明
治
23
年

（
１
８
９
０
年
）に
熊
本
県
が
築
い
て
い
ま

す
。
県
内
に
は
昭
和
52
年（
１
９
７
７
年
）

に
西
南
戦
争
百
周
年
を
記
念
し
て
、
県
指

定
史
跡
と
な
っ
た
墓
地
も
あ
り
ま
す
が
、

峰
崎
官
軍
墓
地
は
一
部
改
変
が
行
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
指
定
が
見
送
ら

れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
芦
北

が
西
南
戦
争
の
激
戦
地
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
ら
せ
る
重
要
な
史
跡
と
し
て
、
平
成
11

年
に
町
指
定
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。
散

策
に
ち
ょ
う
ど
良
い
こ
の
季
節
に
身
近
に

あ
る
歴
史
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

峰
崎
官
軍
墓
地

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   
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▲東北出身の人も埋葬されています

平成 24 年度 
　寄附状況を
　　　お知らせします

　平成 24 年度（平成 24 年４月１日から平成 25 年３月
31 日まで）に芦北町に寄附をしていただいた団体・個人
の皆さまをご紹介します。  
　なお、公表について差し支えない旨の承諾をいただいた
個人・団体のみを公表します。

◆芦北町ふるさと寄附
　寄附していただいた 10 人の皆さま、
ありがとうございました。寄附金は、

「個性の光る活力あるまちづくり」の
ため、大切に使わせていただきます。

＊問い合わせ先
 　企画財政課   政策推進室　
　　☎（８２）２５１１（内線２５３）

ふるさと寄附とは
　生まれ故郷や応援したいと思う
自治体へ寄附を行った場合、所得
税・個人住民税が一定額控除され
る制度です。寄附額が２千円を超
える場合は、２千円を超える部分
について、税の減額対象になりま
す。

◆一般寄附

※住所は、町内の場合は「区名」、熊
本県内の場合は「市町村名」、熊本県
外の場合は「都道府県名」を表示して
います。　

※公表を希望されなかった項目は「ー」
で表示しています。

　町へ寄附をしていただいた件数は
11 件でした。寄附をいただいた皆さ
ま、ありがとうございました。寄附品
や寄附金は大切に使わせていただきま
す。

＊問い合わせ先
 　総務課  管財係　
　 ☎（８２）２５１１（内線２１６）　
　

「
く
ま
も
と
歴れ
き
ま
ち町

」
に

町
内
３
地
区
が
選
定

　
「
く
ま
も
と
歴
町
50
選
」
は
県
内
に

残
る
優
れ
た
歴
史
的
、
伝
統
的
な
町
並

み
に
つ
い
て
、
そ
の
価
値
を
評
価
、
認

識
し
、
文
化
遺
産
と
し
て
保
全
、
再
生

に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

年
３
月
に
60
地
区
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
、
▼
薩
摩
街
道
の
に
ぎ

わ
い
を
今
に
伝
え
る
宿
場
町
「
佐
敷
」

▼
大
地
主
の
屋
敷
（
赤
松
館
）
が
残
る

田
園
風
景
「
田
浦
」
▼
薩
摩
街
道
沿
い

の
温
泉
町
「
湯
浦
」
の
３
地
区
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
冊
子
な
ど
で
県
内
外
に
紹
介

さ
れ
、
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
や
地
域

振
興
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　〜土木工事などを行う前に〜

　　埋蔵文化財の確認はお済みですか

　芦北町内には、昔の人が生活した跡が遺跡としてして残っています。これらの土地は、文化財保護
法により「周知の埋蔵文化財包蔵地」として守られており、工事などを行う場合には事前に届出をす
ることが義務付けられています。
　届出を行わずに無許可で工事などを行った場合、罰則の対象となりますので、工事を予定している
場所が文化財包蔵地に入っていないか、お早めに教育委員会へ確認をお願いします。
　＊問い合わせ先　芦北町教育委員会　生涯学習課　文化振興係　☎（８７）１１７１（ 内線１４５）  

▲薩摩街道佐敷宿商店街

個人・団体名 住　所 寄附品・寄附金額

芦北ロータリークラブ　様

芦北ロータリークラブ　様

匿名希望

大野温泉管理組合　様

山口　享子　様

町田　幸三郎　様

匿名希望

匿名希望

匿名希望

芦北町婦人会　様

鹿田　衛　様

花岡東

花岡東

ー

天月

津奈木町

兵庫県

ー

ー

ー

田浦３

湯浦東

待合用ベンチ　２台

ー

219 万 8,465 円

５万円

13 万円

１万円

ー

ー

30 万円、調理器具ほか

衣料品

ソーラー壁掛時計、
特製ベンチ　５台

氏　　名 住　所 寄附金額 寄附の用途指定など

高岡　幸博　様

西村　守正　様

中川　逸男　様

馬城　文雄　様

横田　智彰　様

兼田　正廣　様

兼田　宗広　様

匿名希望

匿名希望

匿名希望

埼玉県

宮城県

八代市

東京都

千葉県

埼玉県

埼玉県

大阪府

東京都

大阪府

58 万円

50 万円

ー

ー

ー

20 万円

５万円

ー

10 万円

10 万円

教育関連

自然環境維持



 　

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
補
助
金

15　広報あしきた 広報あしきた　14

お 知 ら せ
　

　
田浦子育て支援センター  ６月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用でき
ます。一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

お 知 ら せ

４日（火）　　　　　　紙芝居を見よう
10日（月）〜14日（金）　父の日のプレゼント作り
20日（木）　　　　　　散歩へ行こう  
24日（月）〜27日（木）　折り紙で遊ぼう
28日（金）　　　　　　身体測定、誕生会

　

熊
本
県
民
の
安

心
と
安
全
を
守
る

た
め
に
働
き
ま
せ

ん
か
。

▼
警
察
官
Ａ

　

◇
受
付
期
間　

５
月
13
日
～
５
月
31
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

７
月
14
日
㈰

▼
警
察
官
Ｂ

　

◇
受
付
期
間　

８
月
12
日
～
８
月
30
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

10
月
20
日
㈰

▼
警
察
行
政

　

◇
受
付
期
間　

５
月
13
日
～
５
月
24
日

　

イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ

ス
な
ど
の
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
な
ど
へ
の

被
害
防
止
対
策
に
取

り
組
む
人
に
資
材
購

入
な
ど
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

【
被
害
防
止
対
策
事
業
】

▼
対
象
者　

町
内
に
農
地
や
山
林
を
所
有

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
管
理
す
る
人

※
た
だ
し
、
す
で
に
こ
の
事
業
を
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る
人
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

▼
補
助
対
象　

防
護
柵
（
電
気
、
金
網
、

ネ
ッ
ト
な
ど
）
や
剝
皮
防
止
剤
な
ど
鳥
獣

被
害
を
防
止
す
る
資
材
で
新
た
に
購
入
す

る
も
の

※
対
象
と
な
る
農
地
面
積
は
概
ね
10
ａ
以

上
で
、家
庭
菜
園
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
補
助
率　

資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以

内
（
上
限
は
５
万
円
）

【
捕
獲
対
策
事
業
】

◎
わ
な
免
許
（
平
成
25
年
度
取
得
）

▼
対
象
者　

わ
な
免
許
取
得
者

▼
補
助
対
象　

わ
な
免
許
取
得
、
イ
ノ
シ

シ
捕
獲
檻
購
入
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
は
５
万
円
）

◎
猟
銃
免
許
（
平
成
25
年
度
取
得
）

▼
対
象
者　

猟
銃
免
許
取
得
者

▼
補
助
対
象　

猟
銃
免
許
取
得
費
用
の
全

 「
こ
ど
も
の
い
た
街
」

　
　
　
　

井
上
孝
治
写
真
展

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
人
権
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

▼
期
日　

５
月
31
日
㈮

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　

芦
北
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容　
　

い
じ
め
、
家
庭
内
の
問

題
、
近
隣
関
係
、
借
家
・
借
地
、
金
銭
ト

ラ
ブ
ル
、
遺
言
、
相
続
、
登
記
、
戸
籍
、

そ
の
他
の
困
り
ご
と
相
談　
　
　
　
　
　

▼
相
談
員　

井
川
良
一
さ
ん（
沖
）

　
　
　
　
　

梅
田
安
子
さ
ん（
花
岡
北
）　

　
　
　
　
　

瀬
口　

明
さ
ん（
箙
瀬
）

　
　
　
　
　

中
原
紀
子
さ
ん（
田
川
）

　
　
　
　
　

鎌
木
義
光
さ
ん（
湯
浦
南
）

　
　
　
　
　

西
村
文
美
さ
ん（
小
田
浦
５
）

　
　
　
　
　

濱
田
辰
喜
さ
ん（
井
牟
田
１
）

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

八
代
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局

　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
２
６
５
４

額
（
上
限
は
２
万
円
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

農
政
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
７
１
）

　

熊
本
県
で
は
、
男
女
が
と
も
に
暮
ら
し

や
す
い
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
職
場
、
家
庭
、
地
域
な
ど
に

お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

け
ん
引
役
と
な
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
募
集
定
員　

一
般
研
修
生　

20
人

▼
募
集
対
象　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
65

歳
未
満
で
、
全
て
の
研
修
課
程
に
意
欲
を

持
っ
て
参
加
で
き
る
人

▼
募
集
期
限　

６
月
27
日
㈭

▼
申
込
方
法　

熊
本
県
男
女
共
同
参
画

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
参

加
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
ら
ん
で　

→　

検
索

▼
申
込
先　

  

芦
北
町
役
場
総
務
課

▼
県
の
支
援　

　

次
の
費
用
を
県
が
負
担
し
ま
す
。

　

①
事
前
研
修
と
事
後
研
修
に
要
す
る
交

　

通
費
相
当
額

　

②
国
内
派
遣
研
修
に
要
す
る
交
通
費
の

　

３
分
の
１
（
３
万
円
上
限
）

▼
研
修
期
間　

９
月
〜
３
月　
　

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
１
１
８
７　

▼
期
間　

７
月
15
日
㈪
ま
で

▼
観
覧
料　

一
般　
　
　
　
　

３
０
０
円

 　

出
荷
ハ
ウ
ス
購
入
費
補
助
金

　

町
内
の
物
産
館
お
よ
び
直
売
所
に
、
野

菜
や
花
き
類
な
ど
を
出
荷
す
る
意
欲
の
あ

る
人
に
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
設
置
の
た
め
の

資
材
購
入
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
設
置
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

町
内
の
物
産
館
・
直
売
所
へ

出
荷
で
き
る
人

▼
助
成
対
象　

ハ
ウ
ス（
概
ね
２
ａ
以
内
）

▼
補
助
率　

資
材
費
の
２
分
の
１
以
内

（
65
歳
以
上
の
場
合
は
建
て
込
み
を
含
む

費
用
の
５
分
の
３
以
内
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た　

営
農
購
買
部

　

☎
（
８
２
）
４
８
７
４

　

農
林
水
産
課　

農
政
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
７
１
）

　

芦
北
町
農
地
流
動
化
促
進
事
業

　

交
付
金

　

農
地
の
利
用
拡
大
と
利
用
促
進
、
遊
休

農
地
の
抑
制
と
解
消
を
目
的
に
、
農
地
の

受
け
手
お
よ
び
出
し
手
に
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。

 　

熊
本
県
警
察
職
員
採
用
試
験

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
参
加
者
募
集

▼
対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業

者
、
農
業
法
人
、
集
落
営
農
組
織

▼
対
象
農
地　

町
内
の
農
地
で
、
平
成
25

年
４
月
１
日
以
降
に
貸
借
契
約
を
設
定

（
10
ａ
以
上
）
す
る
農
地
、
ま
た
は
、
所

有
権
移
転
（
10
ａ
以
上
）
す
る
農
地

※
た
だ
し
、
同
一
世
帯
や
相
続
、
贈
与
な

ど
の
手
続
き
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
交
付
単
価　

契
約
面
積
10
ａ
当
た
り

２
５
０
０
円
か
ら
２
万
円

※
契
約
の
種
類
、
契
約
期
間
な
ど
に
よ
り

金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

農
政
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
７
１
）

　
　
　

 　

熊
本
県
調
理
師
試
験
の
実
施

▼
試
験
期
日　

９
月
３
日
㈫

▼
試
験
会
場　

東
海
大
学　

熊
本
校
舎

▼
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲

食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の
調

理
業
務
従
事
経
験
の
あ
る
人

▼
願
書
配
布　

５
月
中
旬
か
ら
各
保
健
所
、

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
な
ど
で
配
布

▼
願
書
受
付 

６
月
17
日
㈪
〜
６
月
21
日
㈮

▼
提
出
先　

水
俣
保
健
所

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２　
　
　

 　

手
作
り
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

古
石
地
区
で
生
ま
れ
た
《
竹
の
節
を
生

か
し
た
使
い
や
す
い
マ
イ
箸
》
や
《
竹
筒

を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
時
計
》
な
ど
、作
っ

て
使
う
の
が
楽
し
く
な
る
物
作
り
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
教
室
の
内
容
や
開
催
日
な

ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

古
石
交
流
館　

み
ど
り
の
里　
　
　
　

　

☎
（
８
６
）
１
８
３
５　

　
　

人
権
相
談
所
の
開
設

   

６
月
は
食
育
月
間
で
す

　
「
食
」は
私
た
ち

が
生
き
て
い
く
う

え
で
欠
か
せ
な
い

命
の
源
で
す
。
日

常
生
活
の
中
で
、

食
卓
を
囲
む
こ
と

の
大
切
さ
や
食
事

の
あ
り
が
た
さ
、

食
の
持
つ
多
様
な

役
割
な
ど
に
つ
い

て
、こ
の
機
会
に
改
め
て
、
ご
家
族
を
は

じ
め
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

県
は
、「
く
ま
も
と
食
で
育
む
命
・
絆
・

夢
プ
ラ
ン
（
熊
本
県
健
康
食
生
活
／
食
育

推
進
計
画
）」
に
基
づ
き
、
食
育
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

　

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
30
日
㈰

▼
警
察
事
務

　

◇
受
付
期
間　

８
月
12
日
～
８
月
30
日

　

◇
第
１
次
試
験
日　

９
月
29
日
㈰

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
試
験
案
内
・
受

検
申
込
書
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

芦
北
警
察
署　

　

☎
（
８
２
）
３
１
１
０  

　
　
　
　
　

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　
　

１
０
０
円

▼
場
所　

つ
な
ぎ
美
術
館　

【
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム　

記
念
講
演
会
】

　
「
父
、井
上
孝
治
が
撮
っ
た
昭
和
」

▼
日
時　

５
月
19
日
㈰ 

午
後
２
時
か
ら

▼
講
師　

井
上　

一
（
写
真
家
）

▼
料
金　

観
覧
料
の
み

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

つ
な
ぎ
美
術
館

　

☎
（
６
１
）
２
２
２
２　
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短
歌

【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
【
田
浦
荘
短
歌
会
】

　

夕
方
に
な
れ
ば
娘
の
気
配
し
て
い
そ
い
そ
と
し
て
玄
関
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山
ツ
ギ
エ

　

幾い
く
た
び度
の
わ
が
誕
生
日
四
月
十
二
日
八
十
二
歳
も
あ
と
八
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

昭
生

　

う
ぐ
い
す
の
声
聞
き
お
れ
ば
春
は
す
ぐ
わ
が
手
の
届
く
と
こ
ろ
ま
で
来き

ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原
キ
ク
エ

　

わ
が
庭
の
咲
き
さ
か
り
い
る
花
を
見
て
中
天
の
鯉
何
思
う
ら
ん　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪　

ス
ミ
子

　

戦
争
の
体
験
記
を
ば
綴
ろ
う
と
思
い
た
て
ど
も
手
も
と
動
か
ず　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
沢　

和
作

　
【
芦
北
短
歌
会
】

　

丹
念
に
花
壇
の
草
を
抜
き
取
り
ぬ
除
か
る
る
草
も
小
さ
き
花
持
つ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
来　

道
子

　

孤
食
と
は
箸
持
ち
つ
つ
も
淋
し
く
て
テ
レ
ビ
の
音
量
あ
げ
て
紛
ら
す　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮
美
佐
子

　

岬
よ
り
な
が
め
る
海う
な
も面

金
の
色
天
草
島
も
染
め
て
ひ
ろ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
よ
し
子

　

高
枝
に
咲
く
紅
つ
ば
き
庭
苔
に
日
毎
落
ち
つ
き
な
お
も
華
や
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居　

静
子

　

床
下
の
せ
ま
き
に
も
ぐ
り
白
蟻
を
防
除
し
く
る
る
は
大
柄
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

み
ほ

芦
北
警
察
署

芦
北
消
防
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ち
づ
子

編
　
集
　
後
　
記

　

行
楽
日
和
に
恵
ま
れ
た
今
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
休
暇
を

利
用
し
て
旅
行
に
行
っ
た
人
、
家

族
団
ら
ん
で
過
ご
し
た
人
、
休
み

な
く
仕
事
を
し
た
人
、
そ
れ
ぞ
れ

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

カ
メ
ラ
を
片
手
に
芦
北
を
巡
っ

て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

連
れ
家
族
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
道
の
駅

た
の
う
ら
に
は
、
子
育
て
を
す
る

ツ
バ
メ
の
巣
が
何
十
カ
所
も
。
親

鳥
の
持
ち
帰
る
エ
サ
を
一
生
懸
命

に
ね
だ
る
ヒ
ナ
の
姿
に
は
、
ほ
っ

と
癒
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
家
に
も
小
さ
な
口
を
あ
ー

ん
と
開
け
て
ご
飯
を
ね
だ
る
幼
子

が
ひ
と
り
。
休
日
出
勤
の
多
い
広

報
の
仕
事
で
す
が
、
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
て
育
児
と
の
両
立
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
５
月
号
か
ら
「
広
報
あ
し

き
た
」
の
編
集
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
読
み
づ
ら
い
と

こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ま
に
「
芦
北
の
元
気
を
届
け
る

広
報
紙
」
を
目
指
し
て
、
た
く
さ

ん
の
人
や
地
域
の
情
報
を
お
届
け

し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の

「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
の
提
供
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
上
野
友
晴
）

消
火
器
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

元田　太
たいよう

陽　　  ２. １６　　男　　浩明　　   田浦３

福嶋　彪
とらおみ

臣　　  ３. ２９　　男　　祐輝　　   花岡西

橋口　聖
せ な

七　　  ４.　 ２　　男　　祐貴　　   國見

吉尾　鈴
れ い か

華　　  ４.　 ５　　女　　裕次郎　   吉尾

木下　歩
あゆむ

　　　  ４. １３　　男　　寿博　　   花岡東

岡﨑　麗
れ い な

奈　　  ４. １８　　女　　圭治　　   花岡西

竹本　尊
みこと

　　　  ４. １８　　男　　哲也　　   湯浦東

お 誕 生 お め で と う
H25.4.1 〜 4.30 受付分（敬称略）受付件数７件

※本町窓口に届出を出した人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課秘書広
　報係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　   区　

木藤　千代子　　 ３. ３１　　　９２　　　湯浦南
山下　義之　　　 ４.　 １　　　９２　　　白石
平山　アツ子　　 ４.　 ２　　　９１　　　大川内南
荒川　ムカ　　　 ４.　 ３　　  １０４　　  米田
中山　ハツ子　　 ４.　 ６　　　９３　　　計石東
坂口　秀治　　　 ４. １０　　　６５　　　丸山
中田　ヨシ子　　 ４. １３　　　８５　　　小田浦６
嶋中　葊　　　　 ４. １３　　　７７　　　田浦町３
馬　　保太郎　　 ４. １５　　　８８　　　宮崎
川上　久代　　　 ４. １５　　　７８　　　白岩
溝部　耕一　　　 ４. １８　　　７０　　　湯浦南
畑中　秀夫　　　 ４. １８　　　８１　　　宮崎
内藤　作藏　　　 ４. ２２　　　７８　　　立川
坂口　キヨ子　　 ４. ２２　　　８１　　　海浦１
竹口　スギ　　　 ４. ２４　　　８５　　　黒岩
濱松　トミ　　　 ４. ２４　　　９３　　　鶴木山
塩水　直俊　　　 ４. ２４　　　９３　　　塩浸
楠本　哲子　　　 ４. ２５　　　８０　　　花岡西
松岡　シズコ　　 ４. ２５　　　９０　　　道川内東
草野　ヨシ子　　 ４. ２８　　　８３　　　國見
平生　フミエ　　 ４. ３０　　　９７　　　平生
浦川　ツギノ　　 ４. ３０　　　９５　　　小田浦６

H25.4.1 〜 4.30 受付分（敬称略）受付件数 28 件

※本町窓口に届出を出した人で、掲載の承諾を得た人を掲載して
　います。

１９，３５４人
　９，０６９人
１０，２８５人

７，１３８人
７，５６５世帯   

人　口
男
女

65 歳以上
世   帯   数

人口の動き（H25.5.1 現在）　（　）内は前月比

（−１８）
（＋１７）
（−３５）

　（＋５）
（＋１８）

「
う
ま
い
話
」に
ご
用
心
！

　

…
こ
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
た
人

は
要
注
意
！

　

未
公
開
株
や
社
債
、
商
品
相
場
、

外
国
通
貨
、事
業
へ
の
投
資
話
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
殖
関
係
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

●
特
徴

 

・
高
齢
者
（
特
に
過
去
に
未
公
開
株

　

な
ど
を
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る

　

人
）
が
狙
わ
れ
て
い
る

 

・
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
、
不
意
打
ち

　

的
な
勧
誘
が
非
常
に
多
い

 

・
説
明
不
足
や
断
定
的
判
断
（「
将

　

来
必
ず
儲
か
る
」
な
ど
）
の
提
供

　

な
ど
問
題
勧
誘
が
多
い

 

・
消
費
者
が
支
払
っ
た
投
資
金
な
ど

　

は
高
額

 

・
公
的
機
関
や
証
券
会
社
を
名
乗
る

　

ケ
ー
ス
も
多
い

●
問
題
点

 

・
無
登
録
業
者
に
よ
る
未
公
開
株
な

　

ど
の
勧
誘
は
金
商
法
違
反

 

・
購
入
し
た
未
公
開
株
は
「
高
く
買

　

い
取
る
」
な
ど
の
約
束
は
守
ら
れ

　

な
い

●
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

 

・
安
易
な
も
う
け
話
は
き
っ
ぱ
り
と

　

断
り
ま
し
ょ
う

 

・
公
的
機
関
を
名
乗
る
相
手
に
は
注

　

意
し
ま
し
ょ
う

 

・
買
い
取
り
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
は

　

ま
ず
あ
り
ま
せ
ん

 

・
過
去
に
取
引
経
験
が
あ
る
消
費
者

　

は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

 

・
高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
の

　

で
、
家
族
や
地
域
で
見
守
り
を
お

　

願
い
し
ま
す

「
○
○
社
の
株
・
社
債
を
買
っ
て
く
れ

た
ら
、後
で
必
ず
高
く
買
い
取
り
ま
す
」

「
こ
の
株
は
上
場
確
実
。今
買
え
ば
必
ず
も

う
か
り
ま
す
！
元
本
も
保
証
し
ま
す
。」

「
未
公
開
株
で
出
た
損
を
取
り
返
し
て

あ
げ
ま
す
よ
！
」

〜
利
殖
関
係
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
〜

　

各
家
庭
に
設
置
し
て
あ
る
消
火
器

に
は
、
点
検
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破

裂
に
よ
っ
て
、
重
傷
を
負
っ
た
事
故

が
過
去
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
安
全

の
た
め
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
再
度

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
使
用
期
限
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

住
宅
用
消
火
器
の
使
用
期
限
は
、

消
火
器
本
体
の
表
示
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

②
サ
ビ
や
へ
こ
み
は
あ
り
ま
せ
ん

　

か
？

　

長
期
間
放
置
さ
れ
、
サ
ビ
や
へ
こ

み
の
あ
る
消
火
器
は
、
破
裂
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
消
火
器

は
、
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

●
消
火
器
の
処
分
方
法

　

ご
不
用
に
な
っ
た
消
火
器
の
処
分

や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
消
防

署
で
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
購
入

し
た
販
売
店
ま
た
は
製
造
元
（
ラ
ベ

ル
に
記
載
の
電
話
番
号
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
防
職
員
が
直
接
ご
自
宅

に
伺
っ
て
、
点
検
や
交
換
を
勧
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
徳
業
者
に

よ
る
違
法
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

➡

消化器の使用期限表示
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芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

◇
「
た
だ
ひ
と
つ
必
要
な
も
の
展
」

　

○
期
間　
　
　

７
月
７
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　

近
年
、
異
常
気
象
や
災
害
が
数
多
く
発
生
し
、
防

災
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、私
た
ち
に
と
っ
て「
た

だ
ひ
と
つ
必
要
な
も
の
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
「
必
要
な
も
の
」
を
探

し
に
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲「たんぽぽ」1980 年

薩
摩
街
道
ふ
る
さ
と
湯
の
香
ぎ
ゃ
ら
り
ー

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
作
品
が
湯
浦
地
区
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
33
回
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
〜
く
ま
も
と
〜
」が
10
月
26
日
、

27
日
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎

え
し
、
水
俣
市
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
大
会
を
記
念
し
た
リ
レ
ー

放
流
が
４
月
10
日
、
芦
北
幼
稚
園
の

園
児
や
保
護
者
、
漁
業
関
係
者
な
ど

が
参
加
し
て
芦
北
幼
稚
園
前
の
海
浦

海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

放
流
に
先
立
ち
、
放
流
す
る
ヒ

ラ
メ
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
座
に
は
、

法は
っ
ぴ被
を
ま
と
っ
た
く
ま
モ
ン
が
登

場
。
参
加
者
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
バ
ケ

ツ
に
入
っ
た
稚
魚
２
千
匹
を
波
打
ち

際
ま
で
運
び
、「
大
き
く
な
っ
て
ね
」

と
声
を
掛
け
な
が
ら
、
丁
寧
に
放
流

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
芦
北
・
田
浦
両
漁
業
協
同

組
合
で
は
、
４
月
23
日
に
、
そ
れ
ぞ

れ
４
万
５
千
匹
の
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を

放
流
し
ま
し
た
。
県
内
で
水
揚
げ
さ

れ
る
ヒ
ラ
メ
の
４
分
の
１
は
放
流
事

業
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

４
月
24
日
に
は
、
芦
北
町
内
水
面

漁
業
協
同
組
合
が
、
体
長
約
８
㎝
の

稚
ア
ユ
約
１
万
５
千
匹
を
佐
敷
川
の

７
カ
所
で
放
流
し
ま
し
た
。
稚
ア
ユ

の
放
流
は
今
回
で
10
回
目
と
な
り
、

佐
敷
川
で
育
っ
た
ア
ユ
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
ア
ユ
漁
の
解
禁
は
７
月

１
日
か
ら
で
、
入
漁
料
（
釣
り
）
１

日
５
０
０
円
を
支
払
え
ば
漁
が
で
き

ま
す
。
＊
問
い
合
わ
せ
先　

芦
北
町

内
水
面
漁
協
事
務
所
（
本
田
宅
）　

☎
（
８
２
）
５
３
５
８

豊
か
な
海
・
川
を
願
っ
て

1海浦海岸でヒラメを放流する園児とくまモン
2ヒラメについてくまモンと一緒に学びました
3放流に参加した園児と保護者の皆さん

4稚アユを放流する内水面漁協組合員
5佐敷川に放流される稚アユ

１

４

２

３

５


